
混雑率推定 概要

・各駅ホームを通過する列車内部をステレオカメラで撮影
・エッジデバイスで深度データの処理を行い特徴を軽量化、クラウドサーバーへ送信
・クラウドサーバー上のAIにより混雑率を推定、ユーザーへ配信
・データを蓄積することで、モデルのチューニング及び混雑率の予測に対応
・クラウドサーバー構成の冗長化によりユーザーアクセスの増加に対応
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混雑率推定 設置機器

各駅ホームへ設置する測定機器のイメージ

BOX型 独立型

※構成例 高い防塵防水性能を持つ機器をイーサネットで
接続する、設置箇所の柔軟性が高い構成

EDGEMATRIX
Edge AI Box - NX Outdoor

(保護等級IP67)

FRAMOS Depth Camera
D435e

(保護等級IP66)

M12 Xコード
イーサネットケーブル
(保護等級IP67、100mまで)
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混雑率推定 撮影イメージ

測定機器の目前を通過する列車を
ステレオカメラで撮影し、
深度情報から列車内部の特徴を取得
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混雑率推定 カメラ設置位置
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車体から0.5m～1.0m
程度離す

(ホームドア/柵と
同等の距離を想定)

停車位置から2.0m程度前方
(停車時にカメラに写り込まない位置)

床面から
1.6～1.7m
程度の高さ



混雑率推定 カメラ設置角度
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左右のレンズの
中心を通る軸が
床面に対して

垂直になるように設置

カメラの光軸が
列車壁面に対して

垂直になるように設置



混雑率推定 推定値の可視化

各駅ホームで取得した特徴を基に
混雑率を推定・可視化
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混雑率推定 ソフトウェア構成

①映像を解析、軽量化し送信
②機械学習モデルから推定混雑率を算出し、データベースへ登録
③撮影日時を条件に、算出された推定混雑率を検索・表示
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混雑率推定 冗長化構成案

① 故障に備えるため、カメラを各ホームに2台ずつ設置

② DBサーバ停止に備えて、DBサーバを2台設置

③ DBのバックアップサーバを設置

④ DB情報から運行計画の分析（最適化）

⑤ webサーバ停止および負荷分散のため、webサーバを2台以上設置

⑥ webサーバはアクセス数に応じて随時増強

⑦ 全機能を監視し、異常を検知した場合に運用管理者へ通知
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営業推進の為の支援策
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